
OnModeofHydrolysisof
PhysiologicallyActive
Peptides.J.Biochem.84,
1363-】372

学 会 弗表

1)サルの卵以内卵及び卵附周桐道における投合

槻PIの租税化学的研死

只野 肌 ･只野正志 ･大鳥 朽

第19回日本組械細胞

学会,岐阜 (1978)

2)サル血中プロラクチンの動態について

林 基治 ･大島 清

第56回日本生理学会,東京 (1979)1

8)DHAS投与による妊娠日本ザル子宮類管の

熱化に関する内分泌学的'昭気生理学的･TE

和的研究

大 島 清

日本不妊学会中部支部会, (1979)

4) 物 監視を利用 した腹腔鏡下内臓手術の試み

可世木辰夫 ･可世木公実子

大島 清

日本不妊学会中部支部会,(1979)

5)Breedinghusbandryofthe
Japanesemonkey.
KiyoshiOshima
VII亡hCongressOfthe
InternationalPritnatological
Society,SymposiumV,(1979)

6)オス雷長原の性行動

大 島 清

第24回日本不妊学総

会教育講済 (1979)

7)大動脈平滑筋におけるslowwav･eの電気的

性質

目 片 文 夫

血管平滑筋に関する日米合

同シンポジウムーホノルル

8)サル大脳L-LeucyJ101ycy1-01ycineを水

解するアミノペプチダーゼについて

林 正治 ･大砲 frl

耶51回日本正化学会,京都 (1978)

生 化 学 研究 部 門

高橋但拾 ･

貝山 節 ･

践岡一雄1)

研 究 概 要

1)蛋白質および酵累のf荷造,機能 ,進化に関す

る基礎的研究

拓 摘 健 治

蛋白質おJ:び酵素の構造と機能およびその相関

性と分子進化に関する比較生化学的基礎研究を歎

種の蛋白質について継続している｡ .)ポヌクレア

ーゼTlの活性部位の性状のNMR法による解戚 )

E.coljのペプチ ド鎖延長因子の全一次構造決

定'3)パパインの活性部位の性状のスピンラペノ堀

による解析鴨 を進めた｡

2)霊長頂の補体および祁体レセプターに関する

比較研究 5)

拓 橋 銀 治

前年にひき続き,忠長狭血中の柄体および補体

レセプターの性状に関する種間比較研究を進めた｡

符に赤血球と血小板の補体レセプターについて缶

長頬の系統関係 と関連する的苔な芸界が楼閣で認

められることが判明した｡

8)霊長類の解再伸系のm製と性質

践岡一雄 ･高橋健治

アカゲザル肝臓から和製 したグルタチオンS-

アリール転移酔索について,システイン残基の反

応性を種々の試薬を用いて検索するとともに,本

酵素の種々のニ トロ化合物に対する作用特異性を

検索した｡

1)教務職員

2)稲垣冬彦 ･宮沢辰雄 ら (宋大 ･理) との協

同研死

3)中村俊 ･上代叔人ら (束大 ･医科研) との

協同研死

4)吉田政幸 ･渡辺徳子 ･中山伸一 (東大 ･理)

との協同研究

5)奥田智子 ･橘武彦 (東化大 ･抗敢歯研) と

の協同研究
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4)霊長萩の組綴中の蛋白質分解酵素の性状の研

究

十川和博12高橋健治

ニホンザル肝 ミクロソーム分画に膜 と強い疎水

性結合で結合 している中性エン ド型プロテイナー

ゼの存在を示 し,その可溶化 と部分精製を行ない'

本酵素がpH8.0に最適 pHを持つセリンプロテイ

ナーゼの一種であ り,ジイソプロピルフルオロリ

ン酸の他 ,キモスクチンやEOTA'EDTAで 顕

著に阻冒されることを示 した｡ また'分子量 ,塞

質特異性等を検索 した｡

5)宣長環の粗放酸性プロテ7-ゼの精製と性質

森山昭彦2)高橋健治

アカゲザル肺 より酸性プロテアーゼ (カテプシ

ンD-I,D-1) を完全精製 し,両者の分子的,

酵素的話性状を明 らかにした｡また'これ らの酵

素の分布を霊長類を含む広い範囲の動物種につい

て比較検索 し,D-1型はすべての動物種に共通

して存在するが'D-Ⅰ塾は,ヒトを含む多数の

E!長煩の肺 にのみに分布することが明 らかにされ

たこ

6)ニホンザル胎児塾ヘモグロビンγ鎖の一次構

造

竹中 修 ･高橋鍵治

ニホンザルの胎児型ヘモグロビンを構成してい

るr鎖のアミノ酸配列頓序について,r鎖の精製,

ア ミノエチル化 ,トリプシン分解後,イオン交換 クロ

マトグラフ法 ,ベーパクロマ トグラフ法により,ト

リプシンペプチ ドを精製 しそれ らのアミノ酸組成1
よ●り推定した｡その結果N末瑞から77番,104番,

185番目の少 なくとも3個のアミノ酸がヒトの

r鎖 とは臭 っていることが判明した｡ これはニホ

ンザルの成体ヘモグロビンを構成するβ鎖が ヒト

P銃 とは146個のアミノ酸のうち7個が異ってい

るのに比べ小さい変異である｡

7) ニホンザルのハプ トグロビンの精製

竹中晃ヂ).竹中修

二ホンザル新生児期におけるハプトグロビン動

態について調べたのについで ,このタンパク質を

ニ■ホンザル血祭から,7フ◆ィニティークロマ トグ

ラフ法 ,DEAEセルロースを用いTiカラムクロ

マトグラフ法により精製 した｡さらにハブトグロ

I)研捗貝 2)大学院生 3)研隊員

ビンを ,構成由である年,β鎖に*<離 し7ミノ酸

組成を決定 し,ヒトのそれと比較 したところα鎖

では82個のアミノ酸のうち8-10個,β鎖では,

254個のア ミノ酸のうち27-84個が只 っているこ

とが明 らかになった｡

8)異常ヘモグロビンを有するニホンザルの血液

性状

竹中 修 ･竹中晃子

伊豆半島波勝崎の群れに発見されたニホンザル

異得へモJ/ロビン (Hblzu(Macaca)P83

QF7)Cys)を有する個体の血液性状を調べ '

同じ群れの通常のヘモグロビンを有する個体のそ

れと比較 した｡ この異常Hbのホモ接合体が発見

されたので致死退伝子ではない ものの輿朽Hbを

有する個体は,赤血球数 'ヘマ トクリッ ト'ヘモ

グロビン虫が高 く多血症傾向にあることが判明し

た｡例数が少いのでまだ統計学的な有意差が証明

出来ていないので昭和54年秋に再度現地調査を行

う予定である｡

9)霊長斑のペプシノーゲイとペプシンの梢道 と

機能に関する研究

景山 節 ･柘偏位拾

本研究の一環 として,ヒト胃のペプシノーゲン'

ペプシンを精製した｡また同じく胃のカテプシン

D様酸性プロテアーゼを精製し,､アミノ酸と鵬の

組成 '及び酵素学的諸性質を明 らかにした｡ この

酵素は分子丑その他の点でペプシノーゲン,ペプ

シンと異な り,またニホンザル,カニクイザルで

は検出されない｡

10)ペプシノーゲンの活性化ペプチ ドのアミノ酸

配列に基づ く宝長頬の系統進化の研先

日山 節 ･柘倍鍵治

各盟長頬について'活性化ペプチ ド47残基の配

列決定を進めている｡カニクイザルにはこホンザ

ル と1残基の置換が兄い出された｡現在 ヒト及び

他の霊長類で解析を進めている｡

ll)フ ィプリノペプチ ドの構造比較に基づ く野良

規の系統 と分子進化の解析

中村 仲 ･竹中 捗 ･苗腐蝕冶

現生霊長獄の系統 と進化を解析する一環 として,

アジア産マカク屑8種↓(ニホンザル'タイワンザ

ル ,アカゲザル,ベニガオザル ,カニクイザル,

ブタオザル,ボンネットモンキー'アッサムモン

キー) におけるフィブリノペプチ ドAお よびBの
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アミノ酸配列を決定した｡ これ らの配列結果を荻

に'マカク屑の系統関係や柾の分岐咋代を推定 し

た｡

12)雷艮頬の止血-免攻脚荷の柾特性に関する生

化学的研死l)

巾村 仰 ･竹中 惨 ･高橋健治

上述テーマの一環として,ニホンザルにおける

エンドトキシンを trjggerとする発熱 ,および血液

叔固系,線溶系 ,補体系等の異常冗進の発現機序

を解析した｡加えて,ニホンザルにおける血中エ

ンドトキシン員の動態を明らかにした｡興味深い

のは'ニホンザルの場合ヒトに比べ '極めて高摂

政(約104倍)のエンドトキシンによって発熱や穀

血柄懐を示す点である｡こうした,霊長現の生体

防御槻偶の伍特性について,生化学的検討を進め

ている｡

13)機柁蛋白質の稲造解析 と分子進化

中村 伸 ･荷橋健治

Rhizopuschinensis酸性プロテア一切)宿

性部位近傍 .およびアズキ トリプシンインヒビタ

_2),カブトガニコアギュローゲン3)のアミノ

酸配列を解析し'これ らの構造と機能発現機作と

の関連性や分子進化について明らかにした｡

輪 文

I)Kageyama,T.andK.Takahashi
(1978):MonkeyPepsinogens
andPepsinsIII.Carbohydrate
MoietyofJapaneseMonkey
PepsinogensandtheAm ino
acidSequencearoundtheSite
ofItsAttachmenttoProtein.

J.Biochem.84,771-778･
2)Nakamura,S.andK.Takahashi

(1978):TheStructureand
FunctionofAcidProteasesIX.

I) 鈴木宏拾 ･橋本仙一郎 (三重大,医) ,

江川宏 (関西医大) との協同研究及び竹中

晃子 (研修艮)の協力による｡

2) 石川椎佳子 ･渡辺一江 (穴邦大'砿)との

協同研死

3)宍凸文夫 ･関口晃一 (筑波大 ,生物) との

協同研死

IsolationandAminoAcid

Sequencesof亡hePeptides
ContainingtheActiveSite
AspartylResiduesReactive
vithDial:OaCetyl-DL-norleucine
MethylEsterandI,2-Epoxy-
3-(p-nitrophenoxy)-propane
in.EuZOPuSChinensisAcid
Protease,･J.Biochem.84,
1593-1600.

Watanabe.andK.Takahashi
(1979):TheAminoAcid
SequenceofAdzukiBean
Proteinase工nhibitor,工,.FEBS

Letters 99,97-100.

4)鈴木宏治 ･江川宏 ･橋本仙一郎 ･高橋健治

(1978):ニホンザル年よびアカゲザルの凝

固緑浴系に関する検討 '血 液と脈管 9,

18-28｡

学 会 発 表

1) ミクロソームの中性プ一口チアーゼの役割 ･

打 珊 健 治

日本生化学会討拍会 r生体砧分子の細胞内プ

ロセシングとプロテアーゼ｣ (1978)

2)サル肝臓 グ ルタチオン8-アリール トランス

フェラーゼのCySH残基の反応性と周辺構造

浅岡一堆 ･高橋健治

日本生化学会第 51年回大会.

京都 (1g78)

3)サル肝臓 ミクロゾームの膜結合性プ'｡ティナ

ーゼの可溶化 と部分精製

十川和博 ･高橋鍵拾

日本生化学会節 61年回大会

･京都 (1978)

4)サル肺カテプシンDの基質持界性

森山昭彦 ･高橋健治

日本生化学会第 51年同大会

京都 (1978)

5)リボヌクレアーゼTlのNMRの解析 と活性部

位周辺の構造

川野吉堆 ･稲垣冬彦 ･宮沢辰堆

高橋健治

-25-



日本化学会東京 (1978)

6)RNaseTlの活性部位の構造

稲垣冬彦 ･川野吉堆 ･宮沢辰雄

高橋健治

生体分子の構造に関

する討論会 (1978)

7)NI瓜 StudiesontheS亡ructure
oftheActiveSiteofRNaseTI

Inagaki,F･,Y･Kawano,T･
MiyazawaIK･Takahashi
vII工th 工nternational

ConferenceonMagnetic
Resonance inBiological

systemS (1978)

8)RNaseTlの活性部位の構造と機能

稲垣冬彦 ･川野吉堆 ･宮沢辰雄

高橋健治

第29回タンパク質構

造討論会大阪 (1978)

9)蛋白分解酵素を用いた骨格模本作製法

竹中 惨 ･後藤俊二 ･相見 滴

板戸口烈司 ･渡辺毅

第32回日本人深学会日本民族

学会連合大会 (1977)
10)ニホンザル新生児の免疫能の痩得

竹中晃子 ･竹中 修

第23回プリマーチス研究会 (1978)

ll)OctamerformationofHb 工Ziu
(Macaca)B83 (EF7)Gly+Cys
n.Morinotoand0.Takenaka

vI亡h lnternationalCongress

ofBiophysics.Kyo亡o(1978)

12)ニホンザルペプシノーゲンの活性化,及び遊

離ペプチ ドのアミノ酸配列順序

景山 節 ･高橋健治

日本生化学会第51年回大会

京都 (1978)

13)ペプシノーゲンの活性化ペプチドの一次構造

にもとづく霊長類の系統

景山 節 ･高橋健治

日本動物学会第49回大会

熊本 (1978)

14)カブトガニqadコyPleusfridentatus)の

(Toagulogenの一次構造とゲル化の機構
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高木 尚 ･列間安次 ･宮田敏行

岩永貞昭 ･中村 伸 ･高橋健治

丹羽 允

第29回タンパク質構造

討論会大阪 (1978)

15)クモノスカビ (RAizopwcchinencl.)酸性

プロテアーゼの活性部位近傍のアミノ酸配列

中村 伸 ･高橋健治

日本生化学会第 51年回大会

京都 (1978)

16)アズキ種子中のBownan-Bjrk塾プロテアー

ゼインヒビターの一次構造

石川椎佳子･中村伸 ･高橋鍵冶

渡辺一江

日本生化学会第51年回大会

京都 (1978)

17)フィプリノペプチ ドのアミノ酸配列比較に

基づくマカク屑の系統解析

中村 仲 ･竹中 惨 ･高橋鮎治

第23回プリマーテス研究会 (1978)

18)ニホンザルを用いたエンドトキシンをtrig-

gerとする凝血病態の発現機序に関する基礎

研究

鈴木宏治 ･江川 宏 ･巾村 伸

西岡淳二 ･竹中 修 ･松崎 修

吉村 平 ･竹中晃子 ･稲村uJIBB

高橋健治

第23回プリマーチス研究会 (1978)

そ の 他

1)高橋健治 (1978):ttタンパク質の化学修飾-

その方法と分析線作" 也.N.01azer,

R･J･DelaLlge,D･S･Sigman著,拓僑飽

治訳),203pp ,東京化学同人,東京

系 統 研 究 部 門

江原昭善 ･野上裕生

相見満･斬戸口烈司

雷長頬の系統研究を行なうに際 しては,かなり

幅広い視野と研究活動が要求される｡現在の部門

スタッフだけで,その必要な全分野をカバーする

ことは,とうてい不可能であるが,所内･外の研

究者と連携して共同研究を行ない,その弊を取 り


